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文
部
科
学
省
「
平
成
25
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
に
よ
る
と
、

家
庭
で
授
業
の
復
習
を
す
る
中
学
生
の
数
は
増
加
し
て
い
る
。

し
か
し
、
学
校
現
場
の
先
生
か
ら
は

「
主
体
的
に
学
び
に
向
か
う
生
徒
を
育
て
る
の
は
難
し
い
」
と
い
う
声
は
絶
え
な
い
。

学
校
の
授
業
だ
け
で
な
く
、
授
業
外
で
も

生
徒
自
身
が
主
体
的
に
学
べ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

特
集１

人
で
学
べ
る

生
徒
を
育
て
る

◎小学校では授業の中での調べ学習が結構ありまし
たが、中学校ではほとんどありませんでした。週１
回でもあれば、興味の幅が広がったのではないかと
思います。　　　　　　（公立高校２年　黒木水月さん）

◎今振り返ると、中学校の最初で、数学の基礎をもっ
と頑張っておけば、ここまで数学が苦手にはならな
かったのではないかと思います。また、授業でもっ
と教養を教えてほしかったと思います。　

（私立高校３年　川原大洋さん）

＊本誌「高校生の声」（P.22～ 23）から抜粋

中学校時代の学習の思い出
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課
題
整
理１

人
で
学
べ
る
生
徒
を
育
て
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か

生
徒
の
学
び
へ
の
向
き
合
い
方
を
、
デ
ー
タ
か
ら
探
る
と
共
に
、

Ｐ
．６
か
ら
紹
介
す
る
学
校
事
例
、
高
校
生
の
声
、
研
究
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
基
に
、
そ
の
解
決
策
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
。

図１のとおり、家庭学習に取り組む中学生の割合は増加している。しかし、
図２を見ると、授業で分からないことを「自分で調べる」と回答した中
学生は１６% であり、「そのままにしておく」は約９% だった。多くの中
学生は、分からないことを先生に尋ねたり、友だちに聞いたりしている
ようだ。また、図３からは、勉強量を多くしたからといっても、必ずし
も学力向上には結び付いていない実態もあることが分かる。

データに見る中学生の意識

家庭学習の定着が着実に進んでいる図１

生徒 Q.家で、学校の授業の復習をしていますか

２００７年度
２０１３年度

出典／文部科学省「平成25年度　全国学力・学習状況調査　報告書　質問紙調査」（2013）

出典／文部科学省「平成25年度　全国学力・学習状況調査　報告書　質問紙調査」（2013）
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教師 Q.前年度までに、家庭学習の課題（宿題）を与えましたか

２００７年度
２０１３年度

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

国語

２００７年度
２０１３年度

数学

よく行った
35.6

どちらかといえば、行った
48.8

47.6

41.0 47.8
52.6 40.2

42.1

授業中、分からないことがあってもそのままの生徒は約９％図２

Q.授業の中で分からないことがあったら、どうすることが多いですか

先生に尋ねる

友達に尋ねる

家の人に尋ねる

自分で調べる

そのままにしておく

0 5040302010 （％）

41.5

7.0

16.0

8.8

その場で 授業が終わってから

11.9 12.9

出典／ベネッセ教育総合研究所「中学１年生の学習と生活に関する調査」（2012）
＊上記の分類は、中学１年生１学期の成績から１年生終了時までの成績変動の自己評価によるもの

勉強量を増やしても必ずしも成績には結び付かない図３

Q.苦手克服のためにどんなことを行いましたか

問題を
たくさん解くなど、
勉強量を増やした

0 5040302010 （％）

＊数値は「とてもそう」＋「まあそう」の％

■中上位から
　最上位
■中位から上位
■常に中位

■上位から下位
■中位から下位

28.8

26.6

13.6

22.0
10.1
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特集

１人で学べる生徒を育てる

1人で学べる生徒を育てるためには何がポイントとなるか？

課題解決の糸口

各校の取り組みに見るポイント

秋田県大仙市立
西仙北中学校

「生徒に現実的な目標を提示して、まずは毎日机に向かうことを促す」
「生徒の意欲を刺激するような良質の問いを与えられるかがポイント」
「成績下位層の生徒には『これさえやっておけば大丈夫』という安心感を与えること」

学習方略の指導で学習の質を高める

▶P.6

富山県富山市立
速星中学校

「学習の見通しを持たせることで、生徒と教師の信頼関係を強める」
「きちんと取り組めば何か成果につながっていくことが明確な教科ほど、
生徒は主体的に学習に向かっていく」▶P.10

香川県多度津町立
多度津中学校

「Plan-Do-See の流れを生徒に体感させることで、
行き当たりばったりではなく効果的な学習を自分で行えるようにする」
「家庭学習の内容をテストに結び付けることで、自分で学習することの有用感を持たせる」▶P.14

東京都鷹南学園
小・中一貫教育校

「（生徒同士による予想問題作成で）良い予想問題を（生徒自身が）作ると
他の生徒から褒められるので、そのうれしさを主体的学習につなげる」
「教育は人が行うもの、その『人』に地域のさまざまな方が入っていることは、
子どもの学ぶ意欲を支える大きな力になっている」▶P.18

はや　ほし

 た ど つ

 たか みなみ

学習方略の具体的な内容

学習方略は、大きく「情意面の学習方略」と「認知的側面の学習方略」の２
つに分けられる
＊京都教育大・伊藤崇達准教授の示唆を踏まえ、ベネッセ教育総合研究所で作成

情意面
の

学習方略

認知的側面
の

学習方略

●整理方略　…　色ペンできれいに書き込む
●社会的方略　…　友だちと共に勉強したり相談したりする
●めりはり方略　…　遊びと勉強のめりはりをつける
●負担軽減方略　…　得意なところから始める

●リハーサル方略　…　何度も繰り返して覚える
●精緻化方略　…　既知情報と関連させる
●メタ認知的方略　…　自分の間違いから教訓を引き出す
●外的リソース方略　…　図や表を効果的に活用する

▶インタビュー　P.24

１人で学ぶための３つの要素の関係

１人で学ぶためには、目標、動機づけ、学習方略の３つの要素が必要　　
＊京都教育大・伊藤崇達准教授の示唆を踏まえ、ベネッセ教育総合研究所で作成

動機
づけ

学習
方略

目標

　

今
号
は
、
前
号
「
生
徒
の
心
に
火

を
つ
け
る
」
と
同
様
に
、
生
徒
の
主

体
性
の
育
成
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し

た
。

　

各
校
の
取
材
を
通
じ
て
、「
１
人

で
学
べ
る
」
生
徒
の
育
成
は
、
学
校

教
育
の
最
大
の
目
標
で
は
な
い
か
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｐ
．４

の
図
２
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、

授
業
で
分
か
ら
な
い
こ
と
を
、
自
分

で
調
べ
て
解
決
す
る
生
徒
は
２
割
に

達
し
て
い
ま
せ
ん
。多
く
の
生
徒
は
、

先
生
や
友
だ
ち
に
尋
ね
な
が
ら
、
問

題
解
決
を
し
て
い
る
姿
が
浮
か
び
上

が
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
実
態
を
踏
ま
え
る
と
、

家
庭
学
習
も
、
ま
ず
は
自
分
１
人
で

勉
強
し
て
い
て
も「
１
人
じ
ゃ
な
い
」

と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
工
夫
を
ど
う

行
う
か
が
、「
１
人
で
学
べ
る
」
生

徒
を
育
成
す
る
た
め
の
鍵
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　

同
時
に
、
Ｐ
．４
の
図
３
で
示
し

た
と
お
り
、
勉
強
の
量
を
こ
な
す
だ

け
で
は
、
必
ず
し
も
学
力
向
上
に
結

び
付
き
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
に

合
っ
た
質
の
高
い
勉
強
方
法
を
ど
う

身
に
付
け
る
か
が
、
も
う
１
つ
の
課

題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所

情
報
編
集
室
室
長

小
泉
和
義

編
集
部
か
ら




